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"Everythi喝 ThatRisesMustConverge"の中で｢上昇｣したもの
































起きなければ､恐 らく､母は ｢10時｣(413)までクラスで減量のための レッスンを受け､
56 井 上 一 郎
一方､ジュリアンはYWCAの近 くで時間をっぶした後､再び､母をバスに乗せて家まで連






ちこんなになるまで放 っておいたものだわ｣(410)と咳 くのはジュリアンの母である｡ こ
の世界の ｢ごた混ぜ｣のシンボルとも言うべきバスに乗 り合わせた親子の運命を分析 し､
タイ トルに含まれる"Rises"(｢上昇｣)が意味するものを考察 したい｡
(1)
｢水曜日の夜｣､｢50才以上｣で体重が ｢165ポンドから200ポンドまで｣ の ｢職業婦人｣
に対 して ｢無料｣(405)で開かれているという事実を除けば､我々は減量 クラスの有様は








については我々は何 も知 らない｡ しかし､彼女は毎日､恐 らくバスに乗 って通勤 している
はずである｡ 彼女が通勤用としても使っているこのバスに乗 り込む時 と気晴 らしの減量 ク






今晩､彼女が息子と一緒に乗り込んだバスは､意外にも ｢統合 されて｣ いなかった.つ
まり､バスには今のところ一人の黒人 も乗っていなかったのである｡｢どうや ら我々白人が































































































うか?たしかにそうであろうO 彼も ｢正義｣を実践して見せたのである｡ ジュリアYは､
自ら ｢正義｣になることの破壊的な意味に我ながら驚くのである｡｢正義｣(息子)は ｢不
正｣(母)に向かって､バスの通路越しに､まさしく ｢戦争を宣告した｣(412)のである｡
































のに突然直面 して気分が悪くなった｣(415)ように見えた｡ この ｢何か恐ろしいもの｣ と
は､すでにジュリアンが母の側の席を離れて黒人男性の座席に側に移動 した時､つまり､
｢公然と母に対 して宣戦を布告した｣(412)時に､既に予想されていた究極の事態である｡
ジュリアンの母が黒人の坊やを自分の子供のように隣に座 らせたのと同 じように､ ジュリ
アンは黒人の女を自分の母親としたのである｡ ジュリアンには､母親との精神的な肺帯を












とジュリアンに諭 したことがある｡ つまり､彼女にとって人前で帽子を被るという ｢行為｣
は､彼女が文化的であることの証明でもあるのだ｡｢文化的であるかどうかは頑の問題であ
る｣(409)と宣言しつつ､｢行為｣を成すあらゆるチャンスを見過ごす､あるいは故意に成
さないジュリアン (｢ジュリアンは恐ろしく受け身な人物である｣7)) と違 って､彼の母に
















うか｣は､｢行為｣によって実証され､そ.の ｢行為｣はその人間の ｢存在｣そのものに等 し
かった｡彼女は結果として､その帽子をかぶっているが､その帽子を購入するという ｢行































と同列の人間のタイプであることを示 している｡ ジュリアンの母はもちろんだが､ この女

































えた ｢恩寵｣として歴史に関わり､人間の罪を ｢頼った｣である｡ 一貫 しているのは､人
間に対する神の愛である｡イエスの地上での生は人間愛で貫かれていたのに対 して､ キ リ
ス ト教徒は同胞愛を通 じてイェスに近づくことを期待され約束 させ られたのである｡ した
がって､ティヤールの説 く人間の意識の ｢上昇｣が､あたか も進化のプロセスをそのまま
延長させたように､いわば楽観的とも思えるのは､キ リス ト教の歴史か ら見ると過去にお
いて予定されたものであったからだ｡シャルダンの言 うオメガ点 とは､歴史の過去か ら未
来に向けてイエスによって筋道がつけられ､示された到達点に他ならない｡そ して､逆に､
この楽観的な見方を我々にとって受け入れ難いものにしているのは､実際の二千年 にわた
る見栄えのしない人間の歴史のせいであることは事実である｡ しか し､｢我々人間の善 は目
下建設中｣13)の状態にあると考えたオコーナーが､このシャルダンの思想に親近感を覚えた
のも領ける｡
問題はこの小説のタイ トルと内容の関係である｡ この小説を読んで､先 に述べた人間が
｢存在そのもの､あるいは､神とも呼べるもの｣に近づ くという楽観的な予測が裏付けられ
たと思 う読者は少ないはずである｡ 白人は旧体制を維持 しようとし､黒人 は旧体制の残樺
を暴力でもって破壊 しようとするし､古い世代が新 しい時代の変化を認識することはない
し､新 しい世代が時代の変化の中で独立 した自我を形成できる可能性 も未知数のままであ
る｡ つまり､｢高いレベルの意識｣14)に向かって ｢上昇｣することを可能性として持っている
人物はなかなか見っからないし､むしろ､ティヤールの言 う ｢進化｣ に対 して抵抗を示す
人間とその行為ばかりが目立っている｡小説の中では誰一人として人種的な意味でconverge




















ul)Dorothy Tuck McFarland, Flannery O'Connor(Frederick Ungar Publishing Co.,
64 井 上 一 郎
1976),p.43.
u診JohnF.Desmond,op.cil.,p.39.
u3)FlanneryO'Connor,Mystery.andManners(Farrar,Straus&Giroux,1969),p.226.
(14)DorothyTuckMcFarland,op.cit,p.44.
85)Loc.cit.
u6)JosephineHendin,op.cil.,p.102.
